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執
筆
者
略
歴

岡
田

美
保
（
お
か
だ

み
ほ
）

防
衛
大
学
校
総
合
教
育
学
群
教
授

防
衛
大
学
校
総
合
安
全
保
障
研
究
科
後
期
課
程
修
了
、
博
士
（
安
全
保
障
学
）。

研
究
業
績
に
「
日
ソ
国
交
回
復
交
渉
の
再
検
討
―
ヤ
ル
タ
合
意
と
二
つ
の
対
日
交

渉
方
針
―
」（
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
二
一
年
）
な
ど
。

鈴
木

祥
（
す
ず
き

し
ょ
う
）

外
交
史
料
館
非
常
勤
職
員
（『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
室
）、
中
央
大
学
文
学
部
兼

任
講
師

中
央
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
博
士
課
程
後
期
課
程
修
了
、
博
士

（
史
学
）。

研
究
業
績
に
『
明
治
日
本
と
海
外
渡
航
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
二
二
年
）
な
ど
。

岩
間

有
希
奈
（
い
わ
ま

ゆ
き
な
）

外
交
史
料
館
非
常
勤
職
員
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
協
力
室
）

東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
在
籍
。
学
会
報
告

に
「
第
一
次
世
界
大
戦
後
ド
イ
ツ
に
お
け
る
女
性
医
師
と
国
際
女
性
医
師
協
会
」

（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
学
会
第
二
一
回
年
次
大
会
に
お
け
る
報
告
）。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
ド

イ
ツ
の
女
性
医
師
と
青
少
年
福
祉
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

（
略
歴
は
刊
行
時
。）



編

集

後

記

今
号
で
は
、
二
〇
二
四
年
一
一
月
八
日
に
岡
田
美
保
教
授
を
お
招
き
し
て
開
催

し
た
研
究
会
の
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
戦
後
」
と
「
冷

戦
」
の
境
目
が
ど
こ
に
あ
り
、
ソ
連
は
こ
の
変
化
を
い
つ
ど
の
よ
う
に
認
識
し
た

か
と
の
問
題
意
識
か
ら
、
関
連
す
る
ロ
シ
ア
（
ソ
連
）
側
の
史
料
を
ご
紹
介
い
た

だ
き
つ
つ
、
当
該
期
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
変
化
に
応
じ
た
外
交
・
軍
事
面

で
の
ソ
連
の
政
策
転
換
を
論
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
二
〇
二
四
年
四
月
に
麻
布
台
ヒ
ル
ズ
・
森
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
に
開
室
し
た
外

交
史
料
館
新
展
示
室
の
概
要
を
掲
載
し
ま
し
た
。
計
画
が
立
ち
上
が
っ
て
か
ら
開

室
に
こ
ぎ
着
け
る
ま
で
に
は
多
く
の
検
討
調
整
事
項
が
あ
り
ま
し
た
。開
室
に
至
っ

た
こ
と
に
つ
き
、
改
め
て
関
係
各
位
の
ご
尽
力
に
敬
意
を
払
う
と
と
も
に
、
ご
支

援
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
館
長
の
巻
頭
言
に
も
述
べ
た
と
お

り
、
新
た
な
環
境
に
お
い
て
積
極
的
な
展
示
広
報
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

展
示
の
記
事
も
二
点
掲
載
し
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
新
展
示
室
で
の
最
初
の
特
別

展
示
で
あ
る
「
日
英
通
商
航
海
条
約
」
原
本
の
展
示
、
も
う
ひ
と
つ
は
小
村
寿
太

郎
記
念
館
と
の
連
携
展
示
で
す
。
い
ず
れ
も
準
備
期
間
の
少
な
い
な
か
で
調
整
と

準
備
が
行
わ
れ
た
も
の
で
、
盛
況
と
な
っ
た
こ
と
は
ひ
と
え
に
関
係
者
の
熱
意
の

賜
物
で
す
。

鈴
木
職
員
の
論
文
は
、
一
八
九
六
年
か
ら
一
九
〇
一
年
に
お
け
る
米
国
の
排
日

問
題
を
め
ぐ
る
日
本
政
府
の
対
応
を
外
務
省
記
録
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
。
日
本
政
府
は
排
日
運
動
の
激
化
を
懸
念
し
、
一
九
〇
〇
年
に
対
米
移
民
を
停

止
す
る
一
方
、
同
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
や
コ
ロ
ラ
ド
州
で
実
施
さ
れ
た
日
本

人
に
対
す
る
差
別
的
な
ペ
ス
ト
検
疫
に
つ
い
て
、
一
年
半
に
わ
た
り
連
邦
政
府
へ

抗
議
し
ま
し
た
。
英
語
論
文
を
本
『
館
報
』
に
掲
載
す
る
の
は
久
し
ぶ
り
の
こ
と

で
、
今
後
も
意
欲
的
な
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

岩
間
職
員
は
、
外
交
史
料
館
所
蔵
の
日
独
医
事
協
定
締
結
の
経
緯
を
示
す
史
料

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。当
時
の
医
学
雑
誌
の
投
稿
記
事
な
ど
を
参
照
し
つ
つ
、

同
協
定
の
政
治
的
背
景
や
外
務
省
に
お
け
る
協
定
の
位
置
付
け
な
ど
か
ら
協
定
締

結
経
緯
を
考
察
し
て
お
り
、
当
時
の
日
独
文
化
協
力
に
お
け
る
医
学
関
係
者
と
い

う
ア
ク
タ
ー
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
二
〇
二
三
度
か
ら
二
〇
二
四
年
度
に
か
け
て
刊
行
し
た
『
日
本
外
交

文
書

平
和
条
約
締
結
に
伴
う
賠
償
交
渉
』
上
・
下
冊
の
概
要
を
掲
載
し
ま
し
た
。

同
巻
は
一
九
五
二
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
締
結
に
伴
う
ビ
ル
マ
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
各
国
と
の
賠
償
交
渉
等
に
関
す
る
主
要

な
関
係
文
書
を
選
定
し
て
、「
平
和
条
約
締
結
に
伴
う
賠
償
交
渉
」
と
し
て
特
集

方
式
の
上
下
二
分
冊
で
編
纂
・
刊
行
し
た
も
の
で
す
。

以
上
、『
外
交
史
料
館
報
』
第
三
八
号
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
本
号
刊

行
に
あ
た
り
御
協
力
い
た
だ
い
た
各
位
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
掲
載
論
文
な
ど
の
論
旨
は
、
執
筆
者
個
人
の
見
解
で
あ
っ
て
、
外
務
省

の
公
式
見
解
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。〉

外
交
史
料
館
報

第
三
八
号

令
和
七
年
三
月
二
一
日

編
集
発
行

外
務
省
外
交
史
料
館

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
―
五
―
三

電
話

〇
三
―
三
五
八
五
―
四
五
一
一

印

刷　
　

株
式
会
社
ハ
ッ
プ

東
京
都
江
戸
川
区
松
江
一
―
十
一
―
三


